





平均僚は昭和 RO隼を 10 0とする指数で歩るが．震Lliが東京誌、よび大阪の
いずれ主わ本高い値をとるのは次のものである．
























よりも低いのは．調味料と修養娯楽の 2項目 Kすぎない a とのととは平均値
についてのべ？とと同様κー宮山の趣味．噌好の反醗であろう，
第 R表は．大項目の間の相関の程度を計算したもので．表の数字は．その
数字K対応、する縦欄の項目と横欄の項 gの聞の相関係数である a マイナスの
符号についているのは逆の相関関係を示している，常山についていうと．被
服．光熱‘住居の間にはそれぞれ相関があると認められるが．食料と偽の項
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第 5 表 （各項目間の相関〕
宮山
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第 4 表 （各項目どとの各都市聞の相関）
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